
令和４年１２月22 日開催 

 

令和４年度 

 令和 4 年度 第 2 回名古屋大学記者懇談会 

日時：１２月２２日（木） １３:４５ ～１５:００ （予定） 

司会：木村副総長  

 内 容 担 当 

１ 冒 頭 

 

 ・開会・本日のテーマ紹介 

  

 

２   ・国際広報室の活動について（資料１） 

  

  

  

  

 ・「卓越教授」制度の新設について (資料２) 

   

 ・COI-NEXT の採択について（資料３） 

   説明：松田 亮太郎 工学研究科教授 

      森川 高行 未来社会創造機構教授    

LINLEY 

Matthew 

副総長補佐・

国際広報室長 

 

杉山総長 

 

３ 

 自由懇談 

・杉山総長から、 

今年の振り返り、就任後の所感、来年度の抱負など 

 

・閉会 

 

【資料配布】1 月の行事予定 （資料４） 

杉山総長 

木村副総長 

  

 

 



【資料１】

国際広報室の活動について



【名古屋大学国際広報室】紹介 

概要 

２０２２年４月に国際広報室設置 

６名 

室長／副室長（１０月着任）／エディター／サイエンスライター／デジタルコンテンツマネージャー／事務担当 

連絡先： kouho-en@adm.nagoya-u.ac.jp 

活動報告（学内周知・英文プレスリリース・SNS） 

国際広報室の学内周知・学内連携 

英文プレスリリース体制についての学内周知 

・広報室と連携し、和文プレスリリースの準備の際に英文プレスリリースの依頼も同時に受け付ける体制の整

備 

・英文プレスリリースの流れをHPで解説 

学内の他組織との連携 

英文プレスリリース 

制作・発信体制 

取材執筆・イラスト制作・Eurekalert! （※）投稿・

本学ウェブサイト及びSNS投稿 

（※）Eurekalert! (https://www.eurekalert.org/)：

Science誌発行元であるアメリカ科学振興協会

（AAAS）提供の世界最大の科学プレスリリース

のプラットフォーム。主な読者は世界中の記者

と大学・研究機関の広報官。一般メディアへの

二次拡散により幅広い層にリーチする。 

Eurekalert!投稿実績 

Eurekalert!プレスリリース投稿数（2022年1月〜2022年9

月）【4月以来合計44件】 

 

mailto:kouho-en@adm.nagoya-u.ac.jp
https://www.eurekalert.org/


Eurekalert!投稿の例 

 

2022年8月1日プレスリリース(素粒

子宇宙起源研究所) 

・約6,000ページビュー（2022年名大

プレスリリースの中でトップのペー

ジビュー） 

・海外他大学（プリンストン大学）

との初めての同時プレスリリース 

・EurekAlert!トップページに掲載 

・海外メディアに掲載：Vice（アメ

リカ）Yahoo! News（アメリカ）The 

Sun（イギリス） 

2022年8月8日プレスリリース（医

学系研究科） 

・2772ページビュー 

・ EurekAlert! トップページに掲載 

・海外メディアに掲載：

Independent （イギリス）

Newsweek（アメリカ）National 

Geographic（インドネシア）等 



SNSソーシャルメディア（Twitter/Facebook/LinkedIn/Instagram） 

Twitter  

@NagoyaUniv (https://twitter.com/NagoyaUniv) 

2022年4月21日 国際広報室運用開始（本部広報課より引き継ぎ） 

987フォロワー（2022/12/19現在） 

2021年度の12ヶ月間と2022年度の8ヶ月間の月間データの比較 

平均インプレッション  

2021年度: 1264.33 ／2022年度: 42290.1  

Facebook 

https://www.facebook.com/nagoya.university.en/ 

2022年4月21日 国際広報室運用開始（本部広報課よ

り引き継ぎ） 

Like数：3,870／フォロワー数：4,229（2022/12/19 現

在） 

2021年度の12ヶ月間と2022年度の8ヶ月間の月間デー

タの比較 

平均ページアクセス数   

2021年度: 425.75／2022年度: 11375.17  

LinkedIn  

https://www.linkedin.com/school/nagoyauniversity/ 

2022年5月19日 国際広報室運用開始（本部広報課より引き継ぎ） 

フォロワー数：18,327（2022/12/19現在） 

2021年度の12ヶ月間と2022年度の8ヶ月間の月間データの比較 

平均新規フォロワー/月   

2021年度：152 ／2022年度: 429  

https://twitter.com/NagoyaUniv
https://www.facebook.com/nagoya.university.en/
https://www.linkedin.com/school/nagoyauniversity/


Instagram 

https://www.instagram.com/

nagoya.university/?hl=en 

2022年4月28日  国 際 広 報 室 に

よ っ て 初 め て 開 設（若 年 層 へ の

リーチのため） 

サイエンスイメージ（プレスリリースで使用） 

国際広報室学所属の技術専門職員（松下玲子）による制作 

Once in a century flowering and seeding of dwarf bamboo 

boosts mice populations 2022年9月7日  

Creating mRNA with an all-chemical process may allow 

for customized mRNA vaccines 2022年6月7日  

https://www.instagram.com/nagoya.university/?hl=en
https://www.instagram.com/nagoya.university/?hl=en
https://www.eurekalert.org/news-releases/963947
https://www.eurekalert.org/news-releases/963947
https://www.eurekalert.org/news-releases/955188
https://www.eurekalert.org/news-releases/955188


【資料２】

「卓越教授」制度の新設について



＜制度概要＞

世界と伍する研究⼤学を⽬指し「卓越教授」制度を創設

【選考基準】 世界と伍する研究者および社会課題解決が期待される研究者について、以下の基準により総合的に判断し、
称号「卓越教授」として選考する。
ただし、学外から招へいする場合は、若いライジングスターを対象とし、原則として招へい時の年齢が

45歳未満に限る。
・論⽂当たり被引⽤数、Top1%論⽂割合、Top10％論⽂割合、FWCI、h-index、外部資⾦獲得、特許件数
その他の研究活動における指標の値が極めて⾼い者

・受賞歴、出版物に係る実績および評価その他の考慮すべき事項がある者

【選考⽅法】 部局教授会の議を経た部局⻑または⼤学執⾏部（総⻑・副総⻑）の推薦に基づき、専⾨性および給与を
含めて卓越教授選考委員会において審議した上で、運営会議において決定する。

【付与期間】 6年間。業績が選考基準を満たしている場合は、運営会議の確認を経て更新可能

【対象種別】 教授または特任教授

【給 与】 業績給または基本年俸の上限を適⽤せず、⾼額な給与の⽀給を可能とする。
※具体の給与額は、現職で受けている給与、業績等を総合的に考慮し、個別に検討・決定

【研究環境整備】・研究に専念できる環境を保証（部局における管理運営業務の免除等）
・招へいによる研究室移転、研究室⽴上げに係る諸費⽤（例︓研究室員の雇⽤（最⻑2年間））等に
係る⽀援

⼤学の研究⼒を⾼めるための象徴として、また、研究分野の拡⼤・形成を⽬指すため、称号「卓越教
授」を創設しました。
「卓越教授」に対する⾼額な給与設定を可能とし、専⾨分野において世界⽔準の優れた業績を挙げ、さ

らなる研究の進展により、⼤学の名誉・研究⼒を著しく⾼めることが期待できる「若いライジングス
ター」の招へいを⽬指します。



【資料３】

ＣＯＩｰＮＥＸＴの採択について

【資料３－１】

「セキュアでユビキタスな資源・エネルギー共創拠点」

松田亮太郎 工学研究科教授



共創の場形成⽀援プログラム（COI-NEXT）
共創分野（本格型）

2022年12⽉22⽇

セキュアでユビキタスな
資源・エネルギー共創拠点

東海国⽴⼤学機構 名古屋⼤学
⼤学院⼯学研究科 教授

名古屋⼤学COI-NEXT 資源・エネルギー共創拠点⻑、PL
松⽥ 亮太郎

ryotaro.matsuda@chembio.nagoya-u.ac.jp

HENKAN Co-creation Center (HC3)

社会課題・背景

資源・エネルギーを海外に依存する⽇本の社会課題が、市⺠⽣活における様々な
⾝近な問題として現れてきており、国⺠全員で考える機運が⾼まっている。

世界的なエネルギー需給の
逼迫と価格⾼騰

⾃然災害・天候不順

天然ガス輸送
ストップ

⾼度に資源・エネルギーを国外に依存する⽇本
●⽇本のエネルギー⾃給率︓12.1%※IEA「World Energy Balances 2020」

●資源・エネルギーを海外からの輸⼊に依存
・原油は中東からの輸⼊が約90％
・天然ガスはアジア・オセアニアからの輸⼊が約60％
・⽯炭はアジア・オセアニアからの輸⼊が約81％

※財務省貿易統計

ここ数年にその問題が特に顕在化

2

新型コロナウィルス感染症
パンデミック

戦争・紛争

中国・ロシア等の
地政学的リスク



家庭⽤業務⽤
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⼀次エネルギーからの変換後の
約３割を占める⺠⽣分野に注⽬

運輸分野
3.1EJ

⺠⽣分野
3.9EJ

産業分野
6.1EJ

⺠⽣分野の内訳

2020年度
32,061
MJ/世帯

市⺠の⽣活に必要なエネルギーの現状

0%
都市ガス

21%

LPG
10%

灯油
19%

電⼒
50%

太陽熱
0.3%

多くの化⽯資源を使ってエネルギーを消費

⺠⽣分野の内訳 エンドユーザーにおけるエネルギー消費の割合
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⼀次エネルギーからの変換後の
約３割を占める⺠⽣分野に注⽬

運輸分野
3.1EJ

⺠⽣分野
3.9EJ

産業分野
6.1EJ

家庭⽤業務⽤

⺠⽣分野の内訳

資源・エネルギーとしてガス、電気、熱のマネジメントの変⾰が必要

本拠点ビジョンの出発点

熱

電気

ガス資源
CO2を炭素源として
合成したメタンを活⽤

家庭部⾨の⾃⽴化は、まち、そして社会全体への展開の起点となる

エンドユーザーにおけるエネルギー消費の割合

太陽熱，地中熱，
家庭排熱の回収に
よる熱供給

国内に豊富に存在する
材料から製造した
太陽光電池や蓄電池
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消費から“変環”へ
〜無理なく楽しく資源・エネルギーを皆で共創し、資源のない⽇本を資源国へ〜

拠点ビジョン（ありたい未来社会像）の設定

“変環“とは、WSから⽣まれた変換と循環を意味する造語。従来の⽣産→消費→
廃棄からの流れを変⾰し、市⺠⾃らが⽣産者になることを⽰すキーワード。

電気
ガス資源 熱

未利⽤資源・
エネルギーの活⽤

まちで資源・エネルギーを
地産する技術開発

市⺠みんなが⾃ら実践する
ための仕組み・仕掛け

消費から“変環”へ
〜無理なく楽しく資源・エネルギーを皆で共創し、資源のない⽇本を資源国へ〜

拠点ビジョンからのバックキャスト〜ターゲット設定〜

タ ー ゲ ッ ト １
どこにでもある未利
⽤資源・エネルギー
の価値化・⾒える化

タ ー ゲ ッ ト ２
ま ち で の 未 利 ⽤
資 源 ・ エ ネ ル
ギ ー の 利 活 ⽤

これまで着⽬されていなかった未利⽤
資源・エネルギーから候補を⾒出し価
値付けを⾏う。

新たな“変環”資源・エネルギーに
対して、それらを利活⽤するため
の技術の開発を⾏う。
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研究開発課題２
ユビキタスな未利⽤
気体の変環技術の

開発

研究開発課題４
ユビキタスな未利⽤
熱の変環技術の開発

研究開発課題１
未利⽤資源・エネ
ルギーの把握・
価値化・可視化

研究開発課題５
市⺠⾃らの⼿による
“変環”ライフスタイ

ルの創造と実践

研究開発課題３
ユビキタス材料
による変環技術

の開発

“変環”を可視化し、
使っていないものを資
源として使えるように
なる

⼆酸化炭素や窒素など
のガスをまち単位で回
収し有効利⽤できるよ
うになる

⾝近な物質で⾼効率に電
気を作ったり貯めたりで
きるようになる

まちや家庭の熱を無駄
なく回収し有効利⽤で
きるようになる

変環ライフスタイルに
必要な技術が連続的に
⽣まれ適⽤されるよう
になる

ガス

資源・エネルギー候補を増やす 実質的に資源・エネルギーを増やす

電気 熱

変環ライフスタイル実践⼈材を増やす

タ ー ゲ ッ ト ３
“ 変 環 ” ラ イ フ
ス タ イ ル の 醸 成
と 教 育

“変環”STEAM教育の場を提供し、
創資源・創エネルギーへのマインド
チェンジを市⺠全体へ波及させる

6



7

課題1 新資源・エネルギーの発掘
各課題のねらい

⾦属・⾮⾦属資源分布
イメージ（名古屋市）

⾦属・⾮⾦属資源分布
イメージ（名古屋市）

“変環”ライフスタイルを
実践するリーダー⼈材を育成

“変環”STEAM教育
プログラムの構築

企業・ベンチャー
⼤学
⾃治体

市⺠・学⽣

課題2 未利⽤気体の変環 課題3 ユビキタス電池変環

CO2を燃料・化学製品へ
N2を肥料・燃料へ

ナノポーラスMOF
不可能なガスの貯蔵・分離を可能にする物質

カーボンニュートラル燃料・化学原料

課題4 ユビキタス熱変環

■まちの中での新規資源・エネルギー候補の発掘

蓄電・発電の材料⾰新

ループヒートパイプアルミニウムペースト太陽電池

産業廃棄物シリコン太陽電池

オールカーボン電池

ユビキタス全固体電池

課題5 ⼈材育成から社会変⾰

ループ型ユビキタス排熱回収・
利⽤ネットワークシステム

未利⽤熱を使い尽くす

保温
・熱回収

暖房

下⽔・地中熱

電
池

熱
回
収

給
湯

太陽熱
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肥料(アンモニア)電解合成装置

MOFベース
合成ガス貯蔵

N2Air

CO2電解還元・バイオマスガス化

CO2Air
太陽光ユビキタス

資源利⽤型
太陽光パネル

ガス分離膜
・PSAシステム

ループヒートパイプ

ガス分離膜
・PSAシステム

ガス分離膜
・PSAシステム

実証実験を通じた“変環”技術のPOC
7年度⽬（2028年度）までに“変環”技術を開発し、実証⽤住居に
おける実証実験を通じて、参画企業またはスタートアップ等での
事業化の⽬途をつけ、その後の社会実装に向けた開発を進める。

ユビキタス
資源利⽤型蓄電池

さらに企業や名古屋市等との共創により、街区スケールでの実証を⽬指す。



本拠点の特徴
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“変環”可能な資源・エネルギーの探索と価値化を⼈⽂社会系と⾃然
科学系の研究者チームによる総合知で実施
拠点から⽣まれた成果の横展開や新規⽤途展開を⽬的とした教育・
事業化には、製造関連企業、⾃治体に加えて、⾦融機関との連携も
検討

参画機関・名古屋市・名⼤博物館・名⼤附属中⾼と連携し、中・⾼・
⼤・院の学⽣、市⺠をシームレスに接続して、ビジョンバックキャス
ティングをタイムリーに実施し、技術の進歩や最新の社会変化（戦
禍、パンデミック等）に対応したレジリエントな研究開発を推進

Agility

Diversity

Inclusion

新材料MOFの分野で世界最先端の学術研究成果を上げ、研究
フェーズから社会実装に向けた名古屋⼤学発ベンチャー企業（株）
SyncMOF社の起業を主導した松⽥がPLとして本拠点をけん引。

Leadership

「MOF」を軸にした世界トップのソリューションプロバイダー
*ガスや気体を⾃在に貯蔵・分離できる次世代多孔性物質

シンクタンクによる評価
 MOFの性能評価に基づく「実装」可能な名⼤発ベンチャー企業
 脱炭素機運の中、⼤⼿上場企業100社以上のガス排出・需要に係る

コンサルティングを⼿掛け、ガスに係る社会的ニーズが当社に集積
現時点で将来ビジネスは1,500億円超規模を予測

 トンスケールでMOF製造、ハニカム成型加⼯を⼿掛ける
 外部投資家からの調達実施することなく、CARG400%、粗利率

90%と事業化を実現した、唯⼀無⼆のマテリアルスタートアップ
 ⻁ノ⾨CIC⼊居スタートアップの代表格であり、サーキュラーエコノ

ミーPJや起業家⽀援・メンターにも熱⼼に取り組む

Nature, Science, Nature姉妹誌に11報
H-index:56 令和2年学術振興会賞受賞
2015年38才で名⼤教授に着任（現45才）

堀 彰宏︓SyncMOF(株） 副社⻑兼CTO
元JST-ACCEL松⽥亮太郎Group研究員
元名⼤松⽥研助教

畠岡 潤⼀: SyncMOF(株）代表取締役社⻑
元JST-ERATO松⽥亮太郎Group研究員

PL:松⽥亮太郎

JSTの「学術研
究を社会実装へ」
のマインドを体現

本拠点の特徴
“変環”可能な資源・エネルギーの探索と価値化を⼈⽂社会系と⾃然
科学系の研究者チームによる総合知で実施
拠点から⽣まれた成果の横展開や新規⽤途展開を⽬的とした教育・
事業化には、製造関連企業、⾃治体に加えて、⾦融機関との連携も
検討

参画機関・名古屋市・名⼤博物館・名⼤附属中⾼と連携し、中・⾼・
⼤・院の学⽣、市⺠をシームレスに接続して、ビジョンバックキャス
ティングをタイムリーに実施し、技術の進歩や最新の社会変化（戦
禍、パンデミック等）に対応したレジリエントな研究開発を推進

Agility

Diversity

Inclusion

新材料MOFの分野で世界最先端の学術研究成果を上げ、研究
フェーズから社会実装に向けた名古屋⼤学発ベンチャー企業（株）
SyncMOF社の起業を主導した松⽥がPLとして本拠点をけん引。

Leadership

Nature, Science, Nature姉妹誌に11報
H-index:56 令和2年学術振興会賞受賞
2015年38才で名⼤教授に着任（現45才）

堀 彰宏︓SyncMOF(株） 副社⻑兼CTO
元JST-ACCEL松⽥亮太郎Group研究員
元名⼤松⽥研助教

畠岡 潤⼀: SyncMOF(株）代表取締役社⻑
元JST-ERATO松⽥亮太郎Group研究員

PL:松⽥亮太郎

※2022年12⽉19⽇
空気中のガスから特定の物質のみ
を回収することができる素材
「MOF（モフ）」の研究開発を⼿
がける名古屋⼤学発スタートアッ
プ企業「SyncMOF（株）」が、
⼆酸化炭素の回収⽤に開発・製造
したモフを北安曇郡⽩⾺村に寄贈
した際の写真
新聞記事としても取り上げられる



産学官⺠が⼿を携えて拠点ビジョンを実現
消費から“変環”へ

〜無理なく楽しく資源・エネルギーを皆で共創し、資源のない⽇本を資源国へ〜
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2022年〜2032年︓最⼤3.2億円/年



【資料３】

ＣＯＩｰＮＥＸＴの採択について

【資料３－２】

「地域を次世代につなぐマイモビリティ共創拠点」

森川高行 未来社会創造機構教授



共創の場形成⽀援プログラム（COI-NEXT）
地域共創分野（本格型）

2022年12⽉22⽇

地域を次世代につなぐ
マイモビリティ共創拠点

東海国⽴⼤学機構 名古屋⼤学
未来社会創造機構 モビリティ社会研究所 教授

名古屋⼤学COI-NEXT マイモビリティ共創拠点⻑、PL
森川⾼⾏

morikawa@nagoya-u.jp

⾃動⾞の過⼤利⽤による社会的コスト増加マイカーを使わない⼈の移動が極めて不便

解決すべき地域課題︓地域の移動問題の構造

2

公共交通の利⽤者減少

交通事業者の経営悪化 公共交通のサービス低下

地域に住み続けたいが、住み続けられない
未来がすぐそこまで迫っている

暮らしたいと思わない理由
第１位が「交通の便が良くない」

※令和３年度春⽇井市市⺠意識調査

公共交通の分担率の低下がもたらすもの

悪循環

コロナ禍 ⼈⼝減少

10.8 

4.3 

30.1

1.2 

3.1 

2.6

61.4 

58.8 

29.2

11.0 

16.1 

16.2

15.6 

17.6 

21.8

中京都市圏

地⽅都市圏

東京都市圏

鉄道 バス ⾃動⾞ ⼆輪⾞ 徒歩

61.4

58.8

29.2

⾃動⾞

中京都市圏
地⽅都市圏
東京都市圏

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

・QOLの低下
・社会活動の機会喪失

・渋滞・事故・温暖化ガスなどの外部不経済
・⾃動⾞利⽤の無駄な時間・費⽤

マイカーで移動することがあたりまえの東海地⽅（及び東京以外のほとんどの地域）

出典：パーソントリップ調査

.2



地域拠点ビジョンと拠点名の設定

みんなの「⾏きたい」「会いたい」「参加したい」
をかなえる超移動社会

拠点名︓地域を次世代につなぐマイモビリティ共創拠点
地域拠点ビジョン

3

ビジョンにおける「超移動社会」とは

みんなの「⾏きたい」「会いたい」「参加したい」
をかなえる超移動社会

拠点名︓地域を次世代につなぐマイモビリティ共創拠点
地域拠点ビジョン

4

超移動社会︓電気抵抗がゼロになる超電導
のように、移動の抵抗（ストレス）が極め
て⼩さくなる社会



拠点名における「マイモビリティ」とは

みんなの「⾏きたい」「会いたい」「参加したい」
をかなえる超移動社会

拠点名︓地域を次世代につなぐマイモビリティ共創拠点
地域拠点ビジョン

5

マイモビリティ︓移動問題に主体的に関わり、作り上げた移動⼿段
「マイカー」から「マイモビリティ」へ

バックキャストによる研究開発課題の設定

6

みんなの「⾏きたい」「会いたい」「参加したい」
をかなえる超移動社会

マイカーを使わない（運転できない、したくない）
⼈にも社会への公平なアクセス機会を︕

研究開発課題4
移動価値を⾼める多感覚インフォ

テインメントシステムの開発

研究開発課題3
快適で低コストな

地域モビリティシステムの開発

研究開発課題2
地域モビリティサービスを持続可
能にするビジネスモデル チェンジ

研究開発課題5
総合知の活⽤による社会的価値

の評価と社会実装の推進

研究開発課題1 
漸進的地域創⽣と応答型研究開発を進めるフラッグシッププロジェクト

実装のための総合知先進モビリティ・ICT技術ビジネスモデルチェンジ

地域実装に向けたフラッグシッププロジェクトの遂⾏

応答型研究開発を通して漸進的に地域を創⽣

応答型（PDCA）研究開発

運⾏の仕様、情報の
規格・フォーマット

リアル財

ソフト
ごく 近所

町内

町外

県外

頻

度

手
段
の
有
用
性

移
動
中
の
安
心
感

移
動
の
経
済
性

移
動
の
自
律
性

他
者
と
の
繋
が
り

移
動
に
よ
る
満
足
度

移動量

範

囲

移動の質 移動の心理

遠
方

近
所

「

移
動
の
心
理
的
遊
動
性
」

の
視
点
か
ら
潜
在
的
な

要
因
を
新
た
に
解
明

心理的w e ll-b e in g

地域モビリティシステム

総合知の活⽤
公共財プラットフォーム インフォテインメントシステム

①名古屋東北回廊 ②歴史的商業地区再⽣ ③遊覧都市再⽣



7
名古屋市

春日井市

名古屋駅
（交通結節点）

⼤曽根駅
（交通結節点）

⾼蔵寺駅
（交通結節点）

志段味地区

⾼蔵寺ニュータウン

至東京

エキ・シロ
地区

岐⾩市都⼼部
・川原町地区

岐⾩駅
（交通結節点）

本PJで取り組むフラッグシッププロジェクト

名古屋市
都⼼部

⽮⽥地区

Smart Roadway 
Transit (SRT)

Personal Rapid 
Transit (PRT)

ガイドウェイバスの
自動運転化

ラストマイル
自動運転サービスマイクロ MaaS +

オンデマンド乗合交通

自動運転バス

8

世界初のドアツードア中量輸送システム

⾼速・⾼密度で⾛⾏する専⽤道路部と低速で⾛⾏する
⼀般道路部をシームレスに⾃動運転

専⽤道路部イメージ
（ヤマハ発動機作成）

端末でのシェアリングエリアイメージ

既存のPRTシステムは限られた空間のみ ⽶国GLYDWAYS社は構想段階



先進的バスシステムの⾃動運転化及び運⾏システムの開発

まずはデュアルモードバスの⾼架区間で⾃動運転技術を開発し、将来的には
同様に専⽤・優先レーンを⾛る基幹バス、都⼼で導⼊予定のSRTなど、他の基
幹的なバス路線にも技術展開することを視野に⼊れた実験を⾏う。

2026年度

2031年度

デュアルモードバスの⾼架区間での⾃動運転技
術の開発と研究課題１のフラッグシッププロ

ジェクトへの適⽤

デュアルモードバスの平⾯区間及びSmart 
Roadway Transit (SRT) 等における⾃動運転技術の

実証

開発項⽬ ⽬標

ベンチマーク︓名古屋市のデュアルモードバスは、2026年度を⽬標に現運⾏の
維持・増強に必要な30両規模での⾞両導⼊を計画しており、全国でいち早く⾃
動運転バスを活⽤した都市部での基幹的公共交通としての輸送システムの実現
が期待できる。名古屋市は道路率が約18%と政令指定都市で最も⾼く、デュア
ルモードバスで実現したシステムを横展開するための実証にも適している。

9

個⼈向け⾃動⾛⾏地域モビリティシステムの開発

2026年度

2028年度

⼩型モビリティに適した、低消費電⼒、低価格な
⾃動運転システムの開発と実証

同乗補助員不要の⾃動⾛⾏を実現するための、
⾃動⾛⾏システムの安全性論証

開発項⽬ ⽬標

ベンチマーク︓
・名古屋⼤学の開発する⾃動運転システムは他の⾏動⾛⾏に⽤いられているシステ

ムに⽐べ消費電⼒および機器コストが1/2以下であり、さらなる消費電⼒化が期
待できる。

・名古屋⼤学と春⽇井市の取り組みにおいて、⾃宅前から発着する⾃動運転を含む
輸送サービス（国内初の事例）を社会実装している。

電動⾞いすや⼩型電気⾃動⾞等のパーソナルモビリティを⾃動⾛⾏化するこ
とで、他者の⽀援を必要とすることなく、⾃宅（部屋の中）から近隣施設や他
の交通モードとの結節点までの移動を可能にする。

個⼈向け⾃動移動モビリティの地域実証とサービス実装 2031年度

10



地域モビリティを持続可能にするビジネスモデルチェンジ

11

①マイモビリティ／マイタウンビジネスモデル
の構築

②リアル財（インフラや⾞両）を公共財として共
有するプラットフォーム（公共財PF）の構築

仮） マイモビリティ
システム運営団体

(日常生活圏内の運営)
バス・タクシーなど交通事業者，
まちづくり関係団体，行政など

自治会・社協
・NPO

（地区内運営・
事業者協力型
自家用有償）

交通事業者

商業・飲食店

病院・薬局

自治体 システム会社
・オンデマンド交通
・自動運転
・遠隔監視・制御
・MaaS統合アプリ
・決済

コンサル・
旅行業・保険

【地元関係者】 【横展開業者】

自治会・社協
・NPO

（地区内運営・
事業者協力型
自家用有償）

車両

＜運営団体＞
二次交通：マイモビリティシステム運営団体（日常生活圏）
三次交通：自治会・社協・NPO（小学校区単位）

運⾏の仕様、情報の規格・フォーマット

リアル財

交通事業者

新たなサービスサービス

事業者ごとに改善・
改良による独⾃性

＜公共財PF＞

ソフト

交通事業者

貸与・仕様

交通ベン
チャー

貸与・仕様

サービス

貸与・仕様

MaaSアプリ等にてデータ収集・分析
サービス改善とサービス共創

交通事業者だけに依存せず、⼆次交通に
は集客施設、三次交通には住⺠の積極的
参画を促す仕組み確⽴し、他地域に展開 公共財PFの構築に向け研究会を設⽴し、理論的

妥当性及び適切な運営⽅法を提案し、東海地⽅で
概念実証。同時に全国展開のための議論を開始

地域モビリティの維持と地域活性化

12

地域を次世代につなぐマイモビリティ共創拠点の強み

中川客員教授

⼼理学法学

⼯学・経済学

情報学

佐藤特任准教授

上出特任准教授⾚⽊特任准教授

⾦森特任准教授中村特任准教授 三輪准教授

⼯学、経済学だけでなく、情報、デザイン、法、社会、⼼理などの研究者による総合知
を活かし、実装に必要な技術を有する企業と実装する場となる⾃治体とアンダーワン

ルーフのもと⼀体となって移動の課題解決ができる場を構築

⼭本教授

メディア映像学

倉内教授

関⼝教授

森川教授

⽇建総研 安藤⽒

移動の課題解決ができる場

中経連 佐々⽊⽒

産総研 ⼤場⽒

JR東海 本⼩⽒

名古屋市 ⽇下⽒ 春⽇井市 加藤⽒

名鉄 ⼭⼝⽒

ヤマハ ⽳本⽒

愛知県 ⽚岡⽒

岐⾩市 神⼾⽒

KDDI総研 ⼤⾕⽒
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２０２２年１０月２７日 

 

  国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学は、未来のあるべき社会像（拠点ビジョン）を策定し、その
実現に向けた研究開発と持続的に成果を創出する自立した産学官共創拠点の形成を目指す国立研究開

発法人科学技術振興機構（JST）の「共創の場形成支援プログラム」に、以下の２つの提案が採択されまし

たので、お知らせします。 

採択内容の詳細は、P2以降及び下記の＜参考＞URL をご確認ください。 

本学が代表機関として採択されたこれらの提案について、参画機関とともに産学官共創拠点を目指すと

ともに、名古屋大学未来社会創造機構に新設された Future Society Studio での総合知によるイノベーショ

ン創出活動を活かし、大学、企業、自治体、市民とのアンダーワンルーフ体制による社会課題解決ができ

る新たな拠点を形成し、持続可能な社会の実現を目指します。取材方どうぞよろしくお願いします。 

１．【共創分野 本格型】 「セキュアでユビキタスな資源・エネルギー共創拠点」  

２．【地域共創分野 本格型】「地域を次世代につなぐマイモビリティ共創拠点」  

 

＜参考＞・JST 共創の場形成支援プログラム https://www.jst.go.jp/pf/platform/  

・JST 本採択にかかるプレスリリース https://www.jst.go.jp/pr/info/info1584/index.html 

（左から）佐宗章弘副総長、杉山直総長、森川高行教授、松田亮太郎教授、松尾清一東海国立大学機構長 

 

 

JST「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」に本学の提案が２件採択 
～社会課題解決のための産学官民共創拠点の形成により、持続可能な社会の実現を目指します～ 
 

東海国立大学機構 名古屋大学研究協力部研究組織支援課 

TEL：052-789-2806      

E-mail: coi-soumu@adm.nagoya-u.ac.jp 

020030KB
テキストボックス
【参考】
令和4年10月27日リリース文書
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１．【共創分野 本格型】 

セキュアでユビキタスな資源・エネルギー共創拠点 

 

ビジョン：消費から“変環”へ～無理なく楽しく、資源・エネルギーを皆で共創し、資源のない日本を資源国に～ 

本共創拠点では、「消費から“変環”へ～無理なく楽しく、資源・エネルギーを皆で共創し、資源のない日本を

資源国に～」をビジョンに掲げ、従来の生産・消費・廃棄の概念を変革し、未利用だった資源・エネルギーに価値

を見出し利活用する “変環（変換×循環）”をキーワードに、市民自らが生産に参加し、資源・エネルギー自立型

共創社会を目指します。 

 

代表機関：東海国立大学機構名古屋大学 

参画機関：（大学等）関西学院大学、電気通信大学、名古屋工業大学 

（企業等）株式会社アドマテックス、株式会社エヌ・ピー・シー、株式会社大阪ソーダ、有限会社オービ

タルエンジニアリング、株式会社キャタラー、株式会社クリアライズ、SyncMOF 株式会社、ゼネラル

ヒートポンプ工業株式会社、中部電力ミライズ株式会社、帝国通信工業株式会社、東邦ガス株式

会社、東洋アルミニウム株式会社、トヨタ自動車株式会社、NU-Rei 株式会社、株式会社フルヤ金

属、ポーライト株式会社、株式会社名城ナノカーボン、リンナイ株式会社、名古屋市 

 

プロジェクトリーダー 松田 亮太郎 東海国立大学機構名古屋大学大学院工学研究科教授  

プロジェクトリーダーからのコメント 

最近のパンデミック、国際紛争、頻発する自然災害等によって、資源・エネルギーを国外に大きく依存する日

本の課題が、私たちの生活を脅かす身近な問題として顕在化してきています。本拠点では、新しい資源・エネル

ギーの価値を創造する技術革新とライフスタイルの変革によって、市民全員が資源・エネルギーの生産者にな

る社会を実現し、ひいては日本を非資源国から資源国に導くことに挑戦します。 
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２．【地域共創分野 本格型】 

地域を次世代につなぐマイモビリティ共創拠点 

ビジョン：みんなの「行きたい」「会いたい」「参加したい」をかなえる超移動社会 

  本拠点では、『みんなの「行きたい」「会いたい」「参加したい」をかなえる超移動社会』をビジョンに掲げ、マイカ

ーを使わない（運転できない、運転したくない）人にも社会に公平なアクセスができるよう、地域モビリティシステ

ムを実装し、活動機会やビジネスチャンスが増加する持続的な地域創生を目指します。 

 

代表機関：東海国立大学機構名古屋大学 

幹事自治体：名古屋市、春日井市 

幹事機関：（大学等）東海国立大学機構岐阜大学 

（企業等）一般社団法人中部経済連合会 

参画機関：（大学等）愛知県立芸術大学、産業技術総合研究所 

（企業等）東海旅客鉄道株式会社、名古屋鉄道株式会社、ヤマハ発動機株式会社、株式会社 KDDI

総合研究所、株式会社日建設計総合研究所、岐阜市、愛知県 

 

 

プロジェクトリーダー 森川高行 東海国立大学機構名古屋大学未来社会創造機構教授 

プロジェクトリーダーからのコメント 

ローカル線の存廃が社会問題化しているように、モビリティ（移動性）は地域自体の存廃につながる大きな課

題です。東海地方は大都市圏でありながら車依存の地域になっていますが、マイカーを利用できない人や、車を

運転したくない人には社会参加の機会が限られてしまっています。本拠点では、このような地域モビリティの課

題を、ビジネスモデルチェンジ、先進モビリティ技術、社会実装のための総合知というアプローチで解決すること

を目指します。自治体、企業、経済団体、研究機関、市民の共創によって、この困難な問題にチャレンジしていき

ます。 



【資料４】

１月の行事予定について



開催日 行事等の正式名称 概要(場所・時間・講演内容・講演者・入場料など)  連絡先及び内線番号 URL

6月27日(月)～
1月21日(土)

2022年防災人材育成研修
「防災・減災カレッジ」

場所：東山キャンパス、他
時間：9：00または9：30～17：00頃
講演題目：各講座・コースによる
講演者：本学減災教員、他
対象：一般
参加費：2,000円/1日

あいち・なごや
強靱化共創センター
052-747-6979

http：
//www.gensai.nagoya-
u.ac.jp/kyoso/college.html

10月11日(火)～
12月23日(金)

博物館野外観察園サテライト展示
「実の表皮顕微鏡写真展」

場所：博物館野外観察園セミナーハウス2階
時間：10：00～16：00
入場料：無料

博物館事務室
052-789-5767

http：//www.num.nagoya-
u.ac.jp/exhibitions/satellit
e/#000605

10月11日(火)～
5月6日(土)

東海国立大学機構連携企画
博物館第29回特別展
「岐阜大・名古屋大 博物館コラボ展」

場所：博物館
時間：10：00～16：00(入館15：30まで)
入場料：無料

博物館事務室
052-789-5767

https：
//www.num.nagoya-
u.ac.jp/exhibitions/special
/#000593

11月4日(金)～
OKB大垣共立銀行高木家文書資料館　
常設展

場所：中央図書館2階OKB大垣共立銀行高木家文書資料
館
時間：8：00～21：30(平日)、8：45～21：30(土日祝)
内容：本学が所蔵する国指定重要文化財「交代寄合西高
木家関係資料」のレプリカを展示
対象：一般
入場料：無料

附属図書館情報
サービス課
052-789-3684
service@nul.nagoya-
u.ac.jp

https：//www.nul.nagoya-
u.ac.jp/event/index.html#j
ousetu

11月9日(水)～
1月27日(金)

減災館第33回特別企画展
「まちづくりと都市火災」

場所：減災館
時間：減災館開館時間
内容：日本の市街地における過去の大規模火災、及び地
震による火災について知り、地域の消防と防災について
考える機会を提供
対象：一般
入場料：無料

減災連携研究センター
052-789-3468

http：
//www.gensai.nagoya-
u.ac.jp/

12月22日(木)
Campus Concert 
キャンパスコンサート2022冬

場所：豊田講堂
時間：18：00～
出演者：関口詩織氏(ピアノ)、橋本由羽氏(ピアノ)
対象：一般
参加費：無料

Development Office
052-747-6559

12月23日(金)

明るい未来社会を創る「名大からの人」
育成プロジェクトSuper Degree 
Programs(SDPs)
特別講演会第2回
「フィンテックと金融の未来」

場所：経済学研究科(法・経本館共用館)1階第1講義室、
オンライン
時間：16：30～18：00
講演者：岩下直行氏(京都大学公共政策大学院教授)
内容：フィンテックの現状と未来を丁寧に説明
対象：一般
参加費：無料

工学研究科
教授　尾上順
j-onoe@energy.nagoya-
u.ac.jp

https://aichi-
science.jp/event/detail.ht
ml?id=2906

12月27日(火)

現代の第一線の研究者による古代哲学
講演シリーズ第4回
川本愛氏「ヘレニズム期の政治思想：
『個人の心の平穏』を超えて」

場所：法学部2階法学第3講義室、オンライン
時間：10：30～12：00
講演者：川本　愛氏(北海道大学出版会)
対象：一般
参加費：無料

人文学研究科
准教授　鈴木真
suzuki.makoto.a0@f.mail.n
agoya-u.ac.jp

https://www.hum.nagoya-
u.ac.jp/tcs/topics/index.h
tml

1月6日(金)
理学部第一装置開発室公開講座
「3D工房×人工衛星」

場所：東山キャンパス
時間：10：00～16：00
講演者：稲守孝哉(工学研究科准教授)、山口隆正(全学技
術センター技術職員)、 山岡和貴(宇宙地球環境研究所特
任准教授)
内容：人工衛星を題材とした3D-CADと3Dプリンタのもの
づくり講座
定員：若干名(抽選)
対象：高校生以上
参加費：無料

理学部第一装置開発室
山口隆正
052-789-2809

3D工房×人工衛星
https：//aichi-
science.jp/event/detail.ht
ml?id=2825

理学部 第一装置開発室
https：
//www.indec.nagoya-
u.ac.jp/

行事予定



1月6日(金)
ジェンダー・リサーチ・ライブラリ
連続セミナー「家族とジェンダー」第7回

場所：ジェンダー・リサーチ・ライブラリ2階レクチャールー
ム、オンライン
時間：17：00～19：00
講演題目：「『結婚の自由』と最小結婚の構想」
講演者：久保田裕之氏(日本大学文理学部教授)
定員：20名(対面)
対象：一般
参加費：無料

ジェンダー・リサーチ・
ライブラリ
grl@adm.nagoya-u.ac.jp

https://www.grl.kyodo-
sankaku.provost.nagoya-
u.ac.jp/archives/2036

1月7日(土)、8日(日) 教育学部附属中学校入学検査 場所：教育学部附属中学校・高等学校
教育学部附属中学校
052-789-2680

1月9日(月・祝)
教育学部附属高等学校入学検査
(特別推薦・二次)

場所：教育学部附属中学校・高等学校
教育学部附属高等学校
052-789-2680

1月18日(水)
教育学部附属高等学校入学検査
(一般・帰国生徒)

場所：教育学部附属中学校・高等学校
教育学部附属高等学校
052-789-2680

1月9日(月・祝)
第1回全日本レーザーカッタースポーツ
発明選手権大会

場所：ナショナル・イノベーション・コンプレックス1階Idea 
Stoa
時間：13：00～17：00
内容：誰も実践していない新たな領域を生み出す中から、
遊び心で技術と社会を接続する思考を体得する探求型
ワークショッププログラム
「私たちはレーザーカッターでスポーツできるのか」
定員：30名程度
対象：高校生、大学生
参加費：無料

学術研究・産学官連携
推進本部
スタートアップ推進室
052-747-6490

https：
//tongali.net/events/lase
r-cutter-1st/

1月16日（月） 第134回げんさいカフェ

場所：減災館1階減災ギャラリー、オンライン（zoomウェビ
ナー）
時間：18：00～19：30
講演題目：「温故知新で本気で地震対策を！」
講演者：福和伸夫（本学名誉教授）
定員：40名(対面)、500名(オンライン)
対象：一般
参加費：無料

減災連携研究センター
052-789-3468

http://www.gensai.nagoya
-u.ac.jp/?p=22465

1月16日（月）
第11回シンクロトロン光研究センター
シンポジウム

場所：野依記念学術交流館2階カンファレンスホール、オ
ンライン
時間：13：00～18：00
対象：一般
参加費：無料

シンクロトロン光
研究センター
052-747-6562
symp2022@nusr.nagoya-
u.ac.jp

https://nusr.nagoya-
u.ac.jp/?page_id=544

1月18日（水） 2022度第13回B人セミナー

場所：オンライン
時間：14：00～16：00
講演題目：「大学院生向け『人生とお金の知恵』－40歳ま
で、必ず役に立つ金融リテラシー」
講演者：竹内俊久氏(日本銀行情報サービス局企画役)
対象：大学院生、ポスドク
参加費：無料

博士課程教育推進機構
キャリア教育室
hakase-
career@adm.nagoya-
u.ac.jp

https://dec.nagoya-
u.ac.jp/career/information
/bsemi2022_13/

1月21日（土）、
1月28日（土）、
2月4日（土）

2022年度第3回東海国立大学機構航空
宇宙研究教育拠点人材育成講演会

場所：オークマ工作機械工学館2階202講義室(初回の
み)、オンライン
時間：13：00～14：30
講演者：田辺安忠氏(宇宙航空研究開発機構)
参加費：無料

東海国立大学機構
航空宇宙生産技術開発
センター
ipteca-thers_event@gifu-
u.ac.jp

https://ipteca.gifu-
u.ac.jp/event/687-2/

1月23日（月） 第184回防災アカデミー

場所：減災館1階減災ホール、オンライン（zoomウェビ
ナー）
時間：18：00～19：30
講演題目：「『火山学を火山防災に活かす』ということ」
講演者：井村隆介氏（鹿児島大学共通教育センター准教
授）
定員：40名(対面)、500名(オンライン)
対象：一般
参加費：無料

減災連携研究センター
052-789-3468

http://www.gensai.nagoya
-u.ac.jp/?p=22540

1月28日(土)
東海国立大学機構連携企画博物館
第29回特別展関連講演会

場所：博物館3階講義室、オンライン
時間：13：30～15：00
講演題目：「恐竜から鳥類へ、胸部骨格の強度から考える
羽ばたき運動の起源」
講演者：明田卓巳(環境学研究科博士後期課程1年生)
定員：50名(対面)、200名(オンライン)
参加費：無料

博物館事務室
052-789-5767

https://www.num.nagoya-
u.ac.jp/events/satellite/#
000619



2月11日(土)
東海国立大学機構連携企画博物館
第29回特別展関連博物館コンサート
「標本と楽しむピアノトリオ」

場所：博物館2階展示室
時間：14：00～15：00
出演：エミーリエ・ピアノトリオ(平山晶子氏、二川理嘉氏、
杉山知子)
定員：50名(WEB事前申込制)
参加費：無料

博物館事務室
052-789-5767

https://www.num.nagoya-
u.ac.jp/events/concert/#
000623

2月20日(月)、
21日(火)

The 5th KMI International Symposium 
(KMI2023) on "Quest for the Origin of 
Particles and the Universe"

場所：ES総合館1階ESホール

素粒子宇宙起源研究所
(KMI)
KMI2023@kmi.nagoya-
u.ac.jp

https://www.kmi.nagoya-
u.ac.jp/workshop/kmi2023
/

2月20日(月) 全学同窓会講演会

場所：オンライン(Zoomウェビナー)
時間：16：30～18：00
講演題目：「2050年カーボンニュートラルを目指して」
講演者 ：内山田竹志氏(トヨタ自動車株式会社取締役会
長)
定員：500名(2/19申込締切)
対象：一般
参加費：無料

全学同窓会事務局
052-783-1920
nual-jimu@adm.nagoya-
u.ac.jp

https：
//www.nual.nagoya-
u.ac.jp/lecture2022_uchiy
amada.html

3月4日(土)
東海国立大学機構連携企画博物館
第29回特別展関連講演会

場所：博物館3階講義室、オンライン
時間：13：30～15：00
講演題目：「木曽馬の保存？木曽馬の保全？」
講演者：高須正規氏(岐阜大学応用生物科学部准教授)
定員：50名(対面)、200名(オンライン)(WEB事前申込制)
参加費：無料

博物館事務室
052-789-5767

http://www.num.nagoya-
u.ac.jp/events/satellite/#
000624

3月27日(土)～
31日(金)

理系大学生のための
「太陽研究最前線体験ツアー」

場所：宇宙地球環境研究所、他
定員：理系学部(教育学部含む)の大学生(2、3年生を優
先)
参加費：9,000円

sun_tour@kwasan.kyoto-
u.ac.jp

https://www.isee.nagoya-
u.ac.jp/news/event/2022
/20221207-2.html







減災館
減災連携研究センター

Disaster Mitigation Research Building

〒464-8601 名古屋市千種区不老町　Tel: 052-789-3468　Fax 052-789-5023 
開館時間：13:00-16:00　※完全予約制　休館日 ：日祝・月・火曜日、 最終土曜日
※天候、行事等の諸事情により上記以外でも急遽休館になる場合がございます。
※最新の情報はHPにてご確認ください。http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/

〒464-8601 名古屋市千種区不老町　Tel: 052-789-3468　Fax 052-789-5023 
開館時間：13:00-16:00　※完全予約制　休館日 ：日祝・月・火曜日、 最終土曜日
※天候、行事等の諸事情により上記以外でも急遽休館になる場合がございます。
※最新の情報はHPにてご確認ください。http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/

名古屋市消防局提供

   1972 年千日デパート火災から 50 年、
1982 年ホテルニュージャパン火災から 40 年
が経ちました。
   関東大震災、阪神・淡路大震災、東日本大
震災など自然災害時にも大規模火災が発生し
ています。
   1976 年酒田大火、2016 年糸魚川大規模火
災など市街地における大規模火災も生じてい
ます。
   建物の不燃化、火災報知器設置義務化や製
品の安全機能向上、消防装置などの防火技術
開発が進む一方で、既存不適格建物や空き家、
消防の広域化や水道のダウンサイジングなど
の課題も見えてきています。
   今一度、市街地における火災について知り、
地域の消防と防災について考えてみましょう。

11 月 9 日 ( 水）～ 1月 27 日（金）

まちづくりと都市火災

【監修】名古屋大学減災連携研究センター　准教授　平山修久　
【協力】糸魚川市、　酒田市立資料館、人と防災未来センター
　　　  名古屋市消防局、名古屋市上下水道局

第33回特別企画展

名古屋市消防局提供

名古屋市消防局提供

人と防災未来センター提供

名古屋大学内受水槽

酒田市立資料館提供

糸魚川市防火水槽
マンホール



 ・ソレール／ピアノ・ソナタ　変ニ長調作品88
 ・ドビュッシー／《版画》　
 ・ストラヴィンスキー／ピアノ・ソナタ (1924) より第1楽章 
 ・ドビュッシー／《ピアノのために》
 ・アンダーソン／《そりすべり》

 ※曲目は予告なく変更する場合がございます

キャンパスコンサート2022冬

Campus  Concert

2022年12月22日(木)
会場 名古屋大学豊田講堂ホール 
18:00開演(17:30開場)
入場無料・要予約 以下のリンクまたは下記QRコードよりお申し込みください。

https://forms.office.com/r/a7wytDD4bx
申込締切：12月9日（金）

♬お問合せ♬
名古屋大学Development Office
052-747-6559（内線6559）

ピアノ　関口 詩織

ピアノ　橋本 由羽

　※４名まで同時申込可・完全座席指定（座席の選択不可）
    ※申込が多数になりました場合、早めに締め切らせていただく場合がございます。
 　   予めご了承ください。後日ご入力いただいたメールアドレス宛に整理番号をお送
　　り いたします。



会
場

名古屋大学
東山キャンパス 豊田講堂ホール

地下鉄名城線「名古屋大学」駅２番出口より徒歩すぐ。
※公共交通機関をご利用ください。

●ご来場前に体調チェックをお願いいたします。以下の事項に該当さ
れるお客様はご観賞をお控えいただきますようお願い申し上げます。
※ 37.5℃以上の発熱やのどの痛み、咳、強いだるさ（倦怠感）、

息苦しさなどの風邪症状、味覚障害や嗅覚障害、体調に不安
がある方

※ 新型コロナウイルス感染症の感染者またはその濃厚接触者
の方

●楽屋口等での出演者の入り待ち・出待ち、面会、花束等の受け渡し
はご遠慮いただきますようお願いいたします。

●４名まで同時申込可・完全座席指定（座席の選択不可）
●申込が多数になりました場合、早めに締め切らせていただく場合が
ございます。予めご了承ください。

新型コロナウイルス感染拡大予防への取り組みと
主催公演ご来場の皆様へのお願い

ピアノ

橋本 由羽
Yuha HASHIMOTO

1999年大阪府生まれ。
５才よりピアノを始め、ショパンの『英雄ポロネーズ』を弾きたいという
夢から唯一通い続けた習い事だった。大学在学時はラフマニノフの音楽に
惚れ込みソロ曲から室内楽曲まで幅広く触れる。
2020年度青山文化財団奨学生。現在はドビュッシーを中心に研究してい
る。
2020年NHKのFMシアター《アンちゃんといっしょ、未来の家族》にて
BGM演奏を担当。弦楽器とのアンサンブルを好み、チェロやヴァイオリ
ンのリサイタルの伴奏者を務めたり、鍵盤ハーモニカを用いたピアノデュ
オで幼稚園の訪問演奏やライブなど、様々な演奏活動を行なう。
趣味はファッションとお酒でそれらと音楽を掛け合わせたイベントを企画
することが目標。現在は愛知県立芸術大学の修士課程にて、イリーナ・
チュコフスカヤ氏の下で学ぶ。

ピアノ

関口 詩織
Shiori SEKIGUCHI

長野県飯田高等学校を経て愛知県立芸術大学音楽学部ピアノコース卒業。
現在同大学院2年次在学中。
2016年、イタリア・ミラノにてV. バルツァーニ氏のコンチェルトマス
タークラス修了。現地のオーケストラと共演し、ピアノ科進学を決意した。
大学在学中、定期演奏会、室内楽の楽しみ等の選抜演奏会に出演。
Ⅵ international music competition in Cyprus 6 age group 1位及び
特別賞、第6回ベートーヴェン国際ピアノコンクールアジアD部門第5位及
びテンポプリモ賞受賞。大学3年次よりイリーナ・チュコフスカヤ氏に師事
し、ショパン作品を中心に演奏研究している。ほか、管楽器や歌の伴奏、
鍵盤ハーモニカやトイピアノを用いた演奏に積極的に取り組む。大学院で
はストラヴィンスキーについて研究。山を眺めてぼーっとすることが好き。









ハイブリッド形式（変更の可能性あり）

対面：名古屋大学ジェンダー・リサーチ・ライブラリ2Fレクチャールーム
オンライン：Zoom

家族とジェンダー
1/6 (金) 17:00 – 19:00

GRL連続セミナー

「『結婚の自由』と
最小結婚の構想」

講師：久保田裕之氏 日本大学文理学部教授

プロフィール：専門は家族社会学、福祉社会学、政治哲学。家族社会学、福
祉社会学、政治哲学。著書に、『他人と暮らす若者たち』（集英社新書）、
『家族を超える社会学──新たな生の基盤を求めて』（共著、新曜社）。訳
書に、スーザン・オ―キン著『正義・ジェンダー・家族』（共訳、岩波書
店）、エヴァ・キテイ著『愛の労働あるいは依存とケアの正義論』（共訳、
白澤社）など。

第7回

grl@adm.nagoya-u.ac.jp

1月4日までに下記のURLまたはQRコードから、
参加方法（対面かオンラインか）を選択し、お申し込み
ください。オンライン参加方法は、前日にメールでご案
内します。
https://ssl.form-mailer.jp/fms/34320639761440

どなたでもご参加いただけます。（参加費無料、要事前申込）対 象

参加方法

お問い合わせ 名古屋大学ジェンダー・リサーチ・ライブラリ

開催方法

司会：川口遼
名古屋大学
ジェンダーダイバーシティセンター特任助教







Facilitator 隈本 邦彦さん

江戸川大学教授／

名古屋大学減災連携研究センター客員教授

����� 

げんさいカフェ

【第 134 回】

Gen Science Café Hybrid  

◆開催形式：現地参加（事前申込制・限定 40 人）

　　　　　　＋zoom ウェビナー（オンライン）

◆参加費：無料

◆申込方法：下記 URL または QR コードよりお申込みください。

ご登録いただきましたメールアドレス宛に参加方法をご案内し

ます。

◆申込 URL： https://forms.gle/6xkcACyVa3L9HJFV7

◆申込期限：2023 年 1 月 16 日（月）正午まで

ご注意：

　・マスク着用等感染対策にご協力をお願いいたします。

　・緊急事態宣言等により完全オンライン開催に変更する場 

　　合がありますのでご了承ください。

主催：名古屋大学減災連携研究センター

問い合わせ：げんさいカフェ担当

MAIL: gencafe@gensai.nagoya-u.ac.jp

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/?p=87

2023. 1. 16 （月） 18:00 ～ 19:30

減災連携研究センターの研究者と市民とが対話する月１回のサイエンス・カフェ。毎年１月は福和さんにその年の展
望をお話いただいています。2023年は関東大震災から100年の年ですが、昭和三陸地震から90年、鳥取地震から80年、
日本海中部地震から 40 年、北海道南西沖地震から 30 年、十勝沖地震から 20 年の年でもあります。これらの地震を
振り返りながら、これからの減災をともに考えていきましょう。今回も会場（定員 40 名）とオンライン併用のハイ
ブリッド開催です。

温故知新で本気で地震対策を！

名古屋大学名誉教授

地震工学者 福和 伸夫 さん

名古屋大学減災館 1階減災ギャラリー・オンライン

げんさいカフェは、「防災対策に資する

南海トラフ地震調査研究プロジェクト」

との共催で実施しています。
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Ⅱ スキルセミナー
2022年度 第13回

名古屋大学 博士課程教育推進機構キャリア教育室（キャリアサポートセンター博士人材キャリア育成部門）
TEL: 052-789-4914 E-MAIL: hakase-career[at]adm.nagoya-u.ac.jp（ [at]→＠）

 対象：博士（前期・後期）課程学生、ポスドク

1/18(水) 
14:00～16:00

Zoom
‐‐‐ 受付締切 ‐‐‐

1/17（火）15時

！参加に当たっての注意事項
セミナー前日の17時までに、ZoomのURLをメールでお送りします。メールが届かない場合は、下記
キャリア教育室までご連絡ください。
セミナー参加のための通信環境は、各自でご用意ください。
カメラ・マイクのON/OFFは講師の指示に従ってください。録音・録画は禁止します。

申込方法：ホームページから申し込みください
https://dec.nagoya-u.ac.jp/career/information/bsemi2022_13/
※自動返信メールが届かない場合は、下記メールアドレスまでお問合せください。

講師︓⽵内 俊久（TAKEUCHI Toshihisa） 氏 ⽇本銀⾏ 情報サービス局 企画役

ライフデザインとお金は切っても切れない関係
です。
お金の知恵〜お金の本質、お金をためるコツ・
ふやすコツ、リスクとリターンなどをわかりや
すく解説します。さらに、能力を高めるコツを、
経済モデルを使ってわかりやすくお話しします。
ノーベル経済学賞の研究成果を、明日からの人
生に役立つ形で、幾つもイイトコどりします。
また、中央銀行の仕事（製造原価20円の紙が１
万円に化ける仕事）についても触れます。
これまで経済やお金について勉強したことがな
い人こそ、ぜひぜひご参加ください。



第 184 回名古屋大学防災アカデミー

鹿児島県は，桜島をはじめとする 11 の活火山を抱える火山
県です．2011 年新燃岳噴火，2015 年口永良部島全島民避
難，2022 年桜島噴火警戒レベル 5 など，この十数年間に
も数多くの噴火や防災対応を経験しています．「火山学を火
山防災に活かす」ためにはどうすればよいのか︖を，みな
さんと考えたいと思います．

井村 隆介
鹿児島大学共通教育センター准教授

◆開催形式：現地参加（事前申込制・限定 40 人）＋
　　　　　　zoomウェビナー（オンライン）
◆参加費：無料
◆申込方法：
下記URL またはQRコードよりお申込みください。
ご登録いただきましたメールアドレス宛に参加方法
をご案内します。
◆申込URL：https://forms.gle/nkq5dKL1zYSCJLLj9
◆申込期限：2023 年 1 月 23 日（月）正午まで

主催：名古屋大学減災連携研究センター
問い合わせ：防災アカデミー担当
MAIL: inquiry-academy@gensai.nagoya-u.ac.jp

場所︓名古屋大学減災館 1 階 減災ホール           

1/23（月） 
18:00-19:30

2023

「火山学を
  火山防災に活かす」
  ということ







Nagoya University, ES Hall
February 20-21, 2023
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Advisory Board

J. Ellis (King’s College London), S. Iso (KEK), T. Kajita (ICRR), H. Murayama (UC Berkeley), 
M. Sasaki (IPMU), J. Silk (IAP), M. Yamauchi (KEK)

Organizing Committee

J. Hisano (Chair), T. Iijima (Co-Chair), S. Nojiri (Co-Chair), Y. Itow, T. Shiromizu,  
S. Arai, M. Harada, Y. Horii, K. Ichiki, K. Izumi, H. Kanno, S. Kawamura,  
S. Kazama, M. Kitaguchi, T. Kitahara, N. Maekawa, H. Miyatake, M. Nakamura,  
T. Nakano, K. Nakazawa, A. Okumura, H. Rokujo, T. Sakai, H. Shimizu,  
N. Sugiyama, T. Sunayama, K. Suzuki, H. Tajima, M. Tanabashi, K. Tobe, M. Tomoto, 
N. Yamanaka, S. Yokoyama, K. Yoshihara, Q. Zhou

KMI2023@kmi.nagoya-u.ac.jp

https://www.kmi.nagoya-u.ac.jp/workshop/KMI2023/

Correspondence

Topics


Particle physics at energy (LHC) and 
   intensity frontier (SuperKEKB, J-PARC)

Fundamental physics with neutrinos, neutrons, muons

High energy hadron physics at zero degree

Dark matter physics

Astronomy with X-ray, radio-wave, and 
   gravitation wave

Cosmology, dark energy, gravity, and string theory

The 5th KMI International Symposium
on “Quest for the Origin of Particles and the Universe”



2050年

PROFILE

日 時

開催方法

お申し込み

講 師

主　催

お問い合わせ

16:30～18:00
令和5年2月20日月
Zoomウェビナー
※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため
　オンラインでの開催となります。

トヨタ自動車株式会社 取締役会長

申込期限 ：令和5年2月19日（日）まで
定　　員 ： 500名様

＊ お申し込みは先着順とさせていただきます。
 定員に達し次第、お申し込み受付を終了しますのでご了承ください。
 お申し込み完了後、ご登録いただいたメールアドレス宛に
 Zoomウェビナーの参加方法をご案内します。

名古屋大学全学同窓会Webページよりお申し込みください。

名古屋大学全学同窓会　一般社団法人 学士会 後　援 名古屋大学

※ご参加にあたって
・視聴用のURLについては、お申し込みいただいた
  メールアドレスにご案内します。
・講演会（ウェビナー）の録画はご遠慮ください。
・Zoomウェビナーの視聴環境は各自でご用意ください。

◀左記のＱＲコードからも
　ご確認・お申し込みいただけます。

nual-jimu@adm.nagoya-u.ac.jp　（052）783-1920　受付時間9:00～17:00

 https://www.nual.nagoya-u.ac.jp全学同窓会Webページ

2050年
カーボンニュートラルを

目指して

内山田 竹志氏

 
 
1946年生まれ愛知県出身。名古屋大学工学部卒。
1969年トヨタ自動車工業株式会社（現：トヨタ自動車株式会社）入社。
 
1994年第２開発センター第２企画部主査（初代「プリウス」開発責任者）となり、1997
年に世界初の量産ハイブリッド自動車を世に送る。
 
1998年取締役、2001年常務取締役、2003年専務取締役、2005年取締役副社長、
2012年取締役副会長を経て、2013年から現職。
 
この間、経済産業省計量行政審議会会長、総務省情報通信審議会会長、内閣府総合科
学技術・イノベーション会議有識者議員、一般社団法人日本経済団体連合会副会長など
を歴任。
 
2015年4月、藍綬褒章受章。
2020年11月、旭日大綬章受賞。

全学同窓会facebook https://www.facebook.com/nualface/

内山田 竹志氏

https://www.nual.nagoya-u.ac.jp/
lecture2022_uchiyamada.html

名古
屋大
学全学

同窓会・学士会共催 講演会（ウェビナー）

参加費無料
どなたでも

お申し込みいただけます





大学院での太陽に関する研究に興味のある方、 最新の太陽研究に興味のある方などを対象に、

国内の主要な太陽研究機関を 5 日間で一度に訪問するツアーです。 国際的に活躍している

太陽研究者が、 太陽研究の最前線の紹介を行います。

理系大学生のための 2023

日程 ： ２０23 年 3 月 27 日 （月） ー 3 月 31 日 ( 金 )

訪問先 ; 　 国立天文台三鷹キャンパス

     宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所

     京都大学大学院理学研究科附属天文台

     名古屋大学宇宙地球環境研究所

講義協力 ; 茨城大学理工学研究科

     東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻

     新潟大学大学院自然科学研究科宇宙情報学研究室

     大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻宇宙進化グループ

 　　

企画 ： 名古屋大学宇宙地球環境研究所、 京都大学大学院理学研究科附属天文台、

         国立天文台 （太陽観測科学プロジェクト）、 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所、

         茨城大学理工学研究科、 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻、

         新潟大学大学院自然科学研究科宇宙情報学研究室、 滋賀大学教育学部、

         大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻宇宙進化グループ、 太陽研究者連絡会

参加条件 ・ 参加申し込み方法 ・ 締め切り ・ 日程など詳細はこちらでチェック！

太陽研究最前線体験ツアー

対象 : 理系学部 ( 教育学部含む ) 大学生 (２, ３年生を優先）

参加条件 : プログラムに全日参加できること

※書類審査により事務局で受講生を決定します

ホームページ ： https://jspc.sakura.ne.jp/sun_tour/
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